
２０２５年 4 月 22 日(火)～23 日(水) 糸魚川市笹倉温泉 龍雲荘 

今年も天候異変が続いており出発前の 4 月上旬に電話で現地の気候情報を聞いた所、ま

だ根雪が残ており桜も咲いていませんとの事でした。皆さんには新百合ヶ丘で桜が満開と

なる 3 月中旬頃の気候を考えて服装を準備して下さいと伝えていました。 

出発日の２２日の朝は１０時 50 分に新百合ヶ丘に集合して新宿経由で一路東京駅へ。

１２時２４分発の北陸新幹線“はくたか 563 号”の自由席に乗るために早目に２１番ホーム

に並びました。“はくたか”は 12 時 15 分頃にはホームに入って来ました。幸運にも我々6

人は二人席を一人で独占して糸魚川迄の約 2 時間の旅を楽しみました。出発日の４月２２

日は良い天気でしたので新幹線の中で昼食を食べながらお酒も少し飲んで車窓から周囲の

景色を楽しみました。大宮前後までは高層のマンションが所狭しとばかりに多数並んでい

て大変驚きました。 

14 時４６分に“はくたか”が糸魚川駅に到着するとまず観光案内所に行き明日の観光の適

地を探しましたが良い所が見当たらず、諦めて南口に出たら既に迎えのバスが来ていまし

た。乗客は我々6 人の他に外国人と２名のお年寄りでした。バスは細い谷合をどんどん上

って行き周りには棚田のような段々畑が耕作待ちの状態で点在しており、周囲の畔には白

と黄色のチューリップ沢山咲いていました。私の生まれ育った田舎を思い出し後 1～2 ケ

月もすれば新緑の美しい棚田が出来るのではと思いました。背後には白い雪を被った

1,500 メートル級の山々が帯の様に広がっていました。 

約 30 分で目的地の標高 458 メートルの龍雲荘に着きました。まだ周りには根雪が相当

残っていましたが、何といっても驚いたのは桜です。樹齢 30 年位の 10 本～２０本の元気

のよい桜が満開でした。近くに寄って見ると蕾は一つも無くてすべて開花していて緑の葉

も全然出ていません。完全な満開の桜の花でした。このような満開の状態の桜見たのは初

めてでした。 



到着すると従業員が親切に色々と説明してくれウエルカムドリンクも頂くことが出来ま

した。一休みして早速龍雲の湯(大浴場)と露天風呂に入りました。大浴場は室内にあり続

いて外に露天風呂がありました。お湯は少し熱めで肌がつるつるする様な良いお湯でし

た。泉質はナトリウム一炭酸水素塩腺で温泉湧出温度は５５℃～６３℃との事です。 

 

夕食は 18 時 30 分からで適量の夕食でしたので皆さんほとんど完食されていました。年

のせいもありお酒もごく一部の人を除いてほとんど進まず 1 時間弱で夕食は終りました。 

本日の夕食では特にフキミソと牛のしゃぶしゃぶがおいしくて気に入りました。 

 



食後は次回の打ち合わせをしましたが皆さんが疲れていたのと次回の幹事の準備が良か 

った事で短時間で次回の行き先と日程が決まり閉会となりました。 

食後は 20 時から内風呂の予約をしていたので私と M さんと二人で千寿の湯(内風呂)に

入りました。少し熱かったですがなかなか良い湯でした。朝は 5 時から温泉に入れるとの

ことで早起きの人は一番風呂に入っていましたが私は 6 時過ぎに大風呂（昨日とは別の大

風呂で男女が日毎に交代）に入りました。この風呂も非常に広くて天井も高くて気分爽快

でした。 

当旅館は４月 22 日～23 日にかけてはほぼ満室でお客が大勢いるはずなのに不思議と温

泉では数人にしか出会いませんでした。他の多くの人達は温泉に入る為に来ているのに一

体何をされているのでしょうか。不思議でした。 

 

 

４月 23 日の朝は曇って小雨も少し降っていましたが９時

の送迎バスで一路ヒスイ海岸に向けて出発。ヒスイ海岸

では皆さん一角千金の夢を託して石をたくさん探して持

ち帰っていましたが多分ヒスイは見つかっていないでしょ

う。ヒスイ海岸は海岸であるにも拘わらず砂は一切なく

て 0.5～1.0 センチ位の小石が水際に沢山あり水際から少

し離れると大き目のヒスイの可能性のある石が沢山あり

ました。不思議と全ての石が丸みを帯びており尖った石

は一つもありませんでした。多分日本海の荒波に洗われ

て角が折れたのでしょう。 

 



ヒスイ海岸の後は電車で糸魚川駅まで行く予定でしたが、親切にも旅館の送迎バスの運

転手さんが気を利かせて迎えに来てくれて糸魚川駅まで送り届けてくれました。 

糸魚川駅では昼食を食べて一休みした後１１時５５分発のバスでフォッサマグマミュージ

アムに行き数々の石やヒスイに関する展示を見たり日本列島の生い立ちのビデオを見まし

た。帰りは１４時５分のバスで糸魚川駅まで行き、１４時 48 分発の新幹線で帰りまし

た。 

 

糸魚川の新幹線乗り場は高くなっており、そこから北の方向に 19 年前の 2016 年に大火

災のあったであろう地域(現在は復興している)を眺めることが出来ました。 

今回の旅は近場でしたが中々良い観光地の選択ができず初日は昼前の出発となり一日を

有効に使うことが出来ませんでした。しかし 2 日目は悪天候に拘わらず少しは観光が出来

たのではないかと思います。 

次回は８月６日(水)～7 日(木)、長野県の小谷温泉/山田旅館で 

幹事は飯塚さんです。                       

     開原(記) 

  

 


